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研究課題名 消化器癌に対する新しい免疫療法と診断法の開発

研究の概要等 本研究では、各種分子生物学的手法を用いて消化器癌抗原を体系的に単離し、免

疫学的および癌細胞生物学的解析を行い、腫瘍マーカーとして診断法に、また、標

10的抗原として免疫療法に有用な分子を同定することを目的とする。我々が今まで

年以上かけて悪性黒色腫を対象として実施してきたヒト癌抗原の単離とその臨床応

用の研究法を、未だ十分に研究が進んでいない消化器癌抗原の解析に応用する。具

体的には、 などの各種網羅的遺伝子発現解析法や癌患者 細胞や抗体を用DNAChip T

いた 発現クローニング法を駆使して、癌精巣抗原と呼ばれる癌抗原群などのcDNA

臨床応用が期待される癌抗原を同定し解析する。次に同定した癌抗原分子と テHLA

トラマーなどの 細胞解析技術を用いて、ヒト癌細胞に対する免疫応答の詳細な解T

、 。 、析を行い 免疫療法の可能性を細胞・分子レベルで科学的に検討する 最終的には

臨床試験を通じて、癌に対する新しい診断法と免疫療法の開発をめざす。消化器癌

において、各種手法を駆使した分子生物学的・免疫学的研究および臨床的研究が総

合的に行われた例は、世界的にもほとんどない。
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研究期間 平成１４年度～１８年度（５年間）

研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計

（１５年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

23,000 16,600 14,900 14,900 14,900 84,300降は内約額）


